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取得認証等：ノウフクJAS

⑬ JAちば東葛 農業協同組合（千葉県柏市） ２０２４フレッシュ賞

視察受入れ：可 / 報道機関受入れ：可

生産者の悩みである将来的な労働力確保について、スポット的な
労働力提供として、福祉の力を借り、農業現場での農福連携に着
手。

 労働力が減少する中で、管内で農福連携に取り組む農家にとって、障害者は必要不可欠な存
在になっている。

 農福連携に取り組む農家は、福祉事業所と協力して地域イベント実施、加工品開発等に取り組
むほか、生涯大学校や高校と連携し、幅広い世代を対象とした農福連携の啓発活動を実施。

TEL:090-9816-9045/Mai ｌ :Shohei-Kawashima@ja-

chibatoukatu.or.jp

● 県担い手支援課や農業事務所、農業者支援センターとも共同し農福連携の見学会を実施し、40

名が参加。農家から新たにマッチングを希望する声が上がった。

● 対外的な活動が増加し、見られる事が増えた結果、農家も福祉事業所も「注目されているから

もっと頑張ろう」という気持ちで団結力が高まり、作業のスキルアップを実現。

写真

R
３
年

 農家と福祉事業所の間を調整し、労働に見合った作業単価を決定。作業難易度をグラフ化し、
各事業所のスキルに合った仕事を提供。

 JAの青壮年部会での農福連携の説明会を通じて、農家の理解が深まり、参加者が増加。
 地域包括支援センターと共同して、障害者だけでなく、ひきこもりの状態にある者や犯罪をし

た者も受け入れられるよう環境を整備。

人
を
耕
す

地
域
を
耕
す

未
来
を
耕
す

千葉県
柏市

組合員と障害者就労施設とのマッチングにおいて、作業内容と対価をJAが調整することで年間８０件のマッ
チングに拡大。JAの部会で初となるノウフクJASを取得。

 農福連携のマッチングにより、地域農業の安定化につながっていることが、メディアで取り上
げられるようになり、JAグループ内や市町村等によるセミナーでの発表機会が増加。

 ノウフクJASを取得し、販路拡大を強化。

更新年度：R７.１

JA

１事業所（R３）
→１９事業所（R５）

参加福祉事業所数

２戸（R３）
→１５戸（R５）

参加農家数

１件（R３）
→８０件（R５）

マッチング件数

設立：H22年/農福連携取組開始：R３年

JA

福祉農家
農作業委託契約

作業委託相談 作業依頼

マッチング

特徴的な取組

中間支援

－
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主力商品

⑭ 岐阜県立岐阜本巣特別支援学校（岐阜県岐阜市） ２０２４フレッシュ賞

視察受入れ：可 / 報道機関受入れ：可

障害を持つ生徒の個性を十分に発揮した農福連携の取組に
向けて、岐阜県農福連携推進センターに支援を受けながら、
生徒主体の農福連携をスタート。

 「イタリア野菜」栽培により地域との連携を深めており、本場と同じ懐かしい野菜として県内在
住のイタリア人シェフが絶賛し、学校の野菜を使った料理を提供。

 岐阜古来の製麺技術を採用したことによる「道三めん」のＰＲや「イタリア野菜」栽培の発信等、
地域活性化に貢献。

 058-239-9712 /p33616@gifu-net.ed.jp

https://school.gifu-net.ed.jp/wordpress/gifumotosu-sns/

（農作物）そば、イタリア野菜

特徴的な取組
スマート農業

 そば及び「イタリア野菜」栽培を通して、障害を持つ子ども達の笑顔がこぼれる素敵な農業時間を
創出。

 一面のルビー色のそば畑は、誰もが足を止める「映えスポット」として話題になり、地域活性化に
貢献。

 オンリーワンのストーリーを持つルビー色のそば栽培や、珍しい「イタリア野菜」栽培を通して、子
ども達が主体的に農業を行い、地域の新しい担い手として活躍。

写真

R
４
年

 「～恋する蕎麦～初霜ルビー」を製品化。霜が降りる時期までじっくり完熟させ、ポロっと落ち
るそばの実を丁寧に手刈りをすることで、多くの障害者が関わることが可能。

 高付加価値の農産物「イタリア野菜」の生産・販売を通して、子ども達の自信と責任感を創出。

人
を
耕
す

地
域
を
耕
す

未
来
を
耕
す

岐阜県
岐阜市

農業地域にある特別支援学校として、農福連携の取組を開始。生徒が主体となり、遊休農地等を活用し、生徒
が栽培しやすい特色のある「ルビー色の蕎麦」や「イタリア野菜」を生産。

 農業の栽培用アプリ「アグリハブ」を使った、遊休農地等でのルビー色のそば及び「イタリア野
菜」の栽培は大きな話題に。

 種子の提供を受けるなど、県外の企業がサポート。

更新年度：R７.1

特別支援学校

14.6万円（R４）
→15.3万円（R５）

農産物売上

４a（R４）
→６a（R５）

農地面積

０件（R４）
→４件（R５）

連携団体数

０件（R４）
→６件（R５）

マスコミ情報発信

設立：H20年/農福連携取組開始：R４年

岐阜本巣特別支援学校

ぎふ農福連携推進センター （株）ナガヤワークス

ｾﾝﾃｨｰﾙ・ﾗ・ｾｿﾞﾝ

カフェ和

ラルカンダJAぎふタカノ株式会社

技術支援

相互連携

資材供与 製品販売

製品化研究支援

メニュー開発・体験型イベント企画
（子供たちの夢を創る）

mailto:/p33616@gifu-net.ed.jp
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⑮ 佐賀県 ２０２４フレッシュ賞

視察受入れ：可 / 報道機関受入れ：可

農業の担い手不足と労働力不足に加えてコロナ禍で障害者
の就労が不安定化している中、令和3年度に副知事をトップ
とする「農福連携プロジェクト推進チーム会議」を設置・開催。

 地域の自立支援協議会就労支援部会やJAの生産部会等への定期的な研修や説明会を通じて、
農業関係者と障害者就労施設の理解が深まり、良好なマッチングが促進。

 県内に新たな協議会が発足し、農福連携の推進、中間支援の質の向上に寄与。
 特別支援学校の教師、保護者、生徒への農福連携の理解促進に向けた取組を実施。

TEL / 0952-25-7118 Mail / nougyoukeiei@pref.saga.lg.jp

 マッチング後も農家と福祉事業所双方の信頼関係が深まるよう支援し、農家や利用者からも好評。
 出荷調製等の作業を福祉事業所に依頼したことにより、品質向上、生産性向上に寄与。
 「中間支援者のための農福連携マッチング推進マニュアル」を、県HPで公開。スキームが全国の農

福連携に取り組む協議会・団体に共有され、中間支援の質の向上に貢献。

写真

Ｒ
３
年

 県農業経営課と県障害福祉課にコーディネーターを、県内6つの農業振興センターに農福連
携担当者を配置し、JAと連携して福祉事業所と農家のマッチングを実施。

 農福連携のコーディネーターが障害者に適した作業を選定し、作業時には一緒に作業をする
ことで、適切な支援・助言等を実施。

人
を
耕
す

地
域
を
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す
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佐賀県

農業者と障害者就労施設のマッチングやその後のフォローにより農福連携が県全域に拡大。農業者の理解促
進やマッチングマニュアルの作成により中間支援の質を向上。

 県主導で中間支援体制を確立し、農家のニーズ聴取、作業内容の確認と単価の設置、マニュ
アル作成、契約書の作成、作業完了後の記録作成等、きめ細かな支援を実施。本スキームは
他県の農福連携に取り組む協議会などにも共有。

 県として農福連携技術支援者研修を開催し、専門人材を育成。
 意欲がある農家に対し、JGAPや６次産業化の認証取得を支援。

更新年度：R７．１

地方自治体

14戸（R3）
→39戸（R5）

参加農家

13事業所（R3）
→38事業所（R5）

参加福祉事業所

25件（R3）
→67件（R5）

マッチング件数

6,603千円（R5）

売上高

農福連携取組開始：R３年

主力商品

（障害者が生産に携わっている農作物）
きゅうり、アスパラガス、みかん等

特徴的な取組

中間支援

福祉事業所 農家

農福コーディネーター・佐賀県農業振興センター・JA
（連携）

（契約）

マッチング 依頼
募集
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